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< 表 紙 解 説 >

M-motion ProportionalCo1our Palette
M-mo t i o nシステムは、  画家が持つているデザイン技法
をューザー に 提 供 す る こ と が で き る 絵 画 や デ ザ イ ン の た
めの創作支援環境です。  システム全体は配色、  構図、  夕

ッ チ な ど の ツ ー ルから構成されています。  表紙の図は配

色ツー ルを示してお り 、  左上の原画から配色情報をヒス

ト グ ラ ム と し て 抽 出 し 、 パ レ ッ ト と し て ユー ザ ー に 提 供

します。色の使用量に応じてパレッ ト上の絵の具が減る

よ う に な っ て お り 、  こ の パ レ ッ ト を 使 う こ と に よ り 原 画

と同 じ雰囲気を持つた右下のよ う なオ リ ジナル作品を作

成する こ とができます 。
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e巻頭言

(株) ATR音声翻訳通信研究所

代表取締役社長 山本 誠一

A T Rには年間1万人を越える方が見学に来られます。  1万人を越える方々ですから、  出資会社からご依頼

のあった顧客等の一般の方々、  関連分野の研究者、 外国からの調査団、  報道機関や雑誌社の方と、  実 に さ

まざまな分野の方が来られます。  「音声翻訳」 と い う 研 究 テーマは分か り易 く 、研究テーマ名を聞いただけ
で 誰 も が シ ス テ ム を イ メ ー ジ で き る と い う こ と で 、 多 く の 場 合 、 見 学 の コー スに選ばれます。研究成果を

広 く ご 説明で き る 機会 と し て 、  貴重な機会です。 昨年に日英双方向の音声翻訳システムATR-MATR Ixあ る
いは日本語を英語、  ド イ ッ語 、  韓国語、 中国語に各々音声翻訳する多言語音声翻訳システムを開発し、  シ

ス テ ムのデモを行 う ょ う に な って 、  研究成果の説明は一層容易になりました。

多 くの見学者からいただ く ご質問 と して 、 「何時頃実用化できますか」 とい う質問があ り ます 。一般的な
お答えは、  「ATRは基礎研究の研究機関で、 実用化は直接担当していなぃので、  正確なと ころは申し上げら
れませんが、  種々の技術の未来予測では20 1 0年から2 0 2 0年頃となっています。  ただ、  現在の技術の進歩か

ら 見 る と 、  個人的にはよ り早い時期に実用化できるのではなぃかと考えています」 と 、  言 つ た と こ ろ で し
よ う か 。

かな り曖味な返事だと自分自身でも思います 。未来予測はも と も と困難なもので 、過去にも多 くの技術

の未来予測がなされ 、的中した もの 、的外れなもの 、  さ ま ざ ま な 結果 が出 て い る こ と か ら 、  ど う し て も 曖

昧な返事になって し ま う と ぃ う 面があ り ます 。 が 、 それ とは別に 、 「音声番1現訳システム」 と い う も の に 持 た
れ る シ ス テ ム イ メ ー ジが質問者に よ っ て大 き く 違つてい る こ と も 、 そ の要因のひ とっです。海外旅行での

買い物や交通機関の予約の際に使用する携帯型の通訳機のイメ ー ジか ら 、  講演会での同時通訳のイ メー ジ

まで、 さ まざまです。

音声翻訳は、 言葉と言葉 、  すなわち言葉によって規定される物事の表現方法の違いを変換する技術です。

単純な語句の置き換えで済む単純な場面から、  文化にからむ複雑な面を考慮する必要性が生じる場面まで、

多くの課題を含んでおり、  シ ス テ ム イ メ ー ジによって技術課題は異なってきます。

A T Rが発足して、  音声翻訳技術が研究テーマのひとっ と して選択された頃は 、  夢の音声翻訳技術であっ

て 、  シ ス テ ム イ メ ー ジが具体的に検討 され る こ と は少なかった と思い ます 。 それか ら 、 地道な基礎 、基盤

研究が進み、  音声翻訳技術 も シ ス テ ム イ メ ー ジに よ っ て 、  その実現の困難さの度合いが具体的に検討でき

る よ う な段階に達 し た よ う に思われ ます 。誰が 、  どの よ う な状況で 、  どんな用途に使用するかと ぃったシ

ス テ ム イ メ ー ジにより 、技術的な課題の重みやあるいは実現の困難さが違うといった状況です。

音声翻訳が全く未知の領域技術であった頃は、  極めて困難な課題にチ ャ レ ン ジ し てい る と ぃ う 精神的な

高揚がある反面、  研究テーマの選択に実用化の際の問題も考慮する必要がなぃとぃったある種の気安さが

あったのも事実だ と思います 。現状はど うで し ょ う か 。音声翻訳技術の研究を進める際にも 、  実用化 され

た場合の問題が少しずっ関連して きてお り 、  基礎研究所としての A T Rに とっても個別研究テーマの設定や

研究成果の説明の際に、  こ の点を考慮する必要も現れて く る と思います 。  機能を絞り込んだ商品が現れ、

それとの違いを説明する必要に追られる とい う こ と も考え られます 。

基礎研究に実用化の足音が聞 こえて く る と 、 思わぬいろいろな条件が重な り 、 その結果 さ ま ざ ま な波風

が立ち 、基礎研究に従事していた者には 、時には突風と感じ られる こ と も あ り ます 。何時かは風を吹かし

た い と 思 つ て い た と し て も 、 時 に は それ が思わぬ方向に吹 く こ と も あ り ま す 。  しかし、  さ ま ざ ま な風をそ

れな りに心地よい と観じて 、  今を愉しむ気持ちも大切です。
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研究動向紹介

視覚像精細度の感性評価

KANSElevaluation on visual image granularity

メ デ ィ ア を 介 し た 視 覚 像 は 、  たとえばその精細度が自然の視覚像と異なってぉ

り 、  付加的な負担を脳にかけてぃ るか も しれません 。  実写静止画像の精細度の

違いに対する感性反応を調ぺました。  その結果、 ( 1 )精細度のより高い視覚像の

方が脳に対する負担がよ り少ない、  ( 2 )人間は、  その弁別視力以上の視覚像精細

度を 、  静止画像が構成する視覚像について知覚していることが示ロ表されました。

We investigated human KANSElreaotio r1s to the difference of v isua l lmage

granularity of st1llimages using an Electroencephalographio alpha activity. T h e

present results suggest that(1)the flner the visualimages decreased the brain's

load ; and that (2 )humans  may be  sensitive to visualimage granularlty beyond

their visualacuity.

1 .  はじめに

大容量通信や高品位放送、高速コンピュー テ ィ

ン グ を 背 景 と し て 今 後 展 開 さ れ る マ ル チ メ デ イ ア

時代においては 、  従来より高品質の映像情報が求

め ら れ て い く で し ょ う 。 そ の 方 向 性 の ひ とっ と し
て 、  脳の生理機構との適合性がよ り高度に保証さ

れた 、  その結果 と し て脳に対する負担が よ り 小 さ

い視聴覚信号を提供するこ とが期待されます 。  -
般に 、  メ デ ィ ア を 介 し た 視聴覚情報は 、  わ た く し

たち人類が進化の歴史のなかで慣れ親したしんで

きた自然の視聴覚情報と異なる性格を有しており、

注 意 を 要 し ま す 。 た と え ば 、 視 覚 メ デ イ ア を 介 し

た視覚像の精細度は、  そ の メ デ ィ ア の 解 像 度 に 依

存し 、  もともとの自然の視覚像の事実上無限に近

い精細度とは異なっています 。  だ と す る と 、  こ の

差異が メデ イ ア映像視聴時に脳の負担を増 してい

る可能性がな ぃ と はいい きれ ません 。同 じ視覚情

報のっ も り で あ っ て も 、 脳への負担の差が影響し、

異な る 反応 を引 き 起 こ す こ と に な る か も し れ ま せ

ん。 視覚像の精細度の違いに対する人間の反応を

調べるこ とは意義深いと考えました 。

これまで、  音質や映像の質の評価を目的として、

主として内観に依存した実験心理学的なアプロー

チに基づく評価手法が整備されてきています 。  し

かし 、  言語を用いた評価は 、  言語が多義性をもっ

と い う 限 界 ,  そ し て意識にのぼ る こ と し か表現で

き な い と い う 限 界 を も っ て い ま す 。 一 方 、 映 像 情

報は脳神経系に極めて強く働きかけ、  意識にのぼ

り に く ぃが生理的には無視できない影響を人に対

して与えている可能性を否定できません。  そのよ

う な 面 を 視野か ら 排除 し な ぃ よ う に し て 映像 ・ 音

声情報の人間への影響を調べるために、  これ まで 、

脳波α波(Electroencepha1ographic alpha ac t i v i t y )ポ

テ ン シ ャ ル を 指標 と し た メ デ ィ ア 情報 の評価法 を

体系的に開発してきました [ ' -3'。脳波α波の活性は、
ス ト レ ス 刺 激 に よ っ て 低 下す る と 考 え ら れ て い ま

す [4'ので、 視聴覚情報の月凶に対する負担をはかる尺
度 と し て 妥 当 で し ょ う 。  ま た 、脳波は 、脳活性計
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(株) ATR知能映像通信研究所

アー ト & テ ク ノ 口 ジープロジェク ト

前 川 督 雄

測法のなかでも比較的簡易に、  被験者へのス ト レ

ス も 少 な く 計 測 で き る と ぃ う メ リ ッ ト が あ り ま す 。

自然景観の合成画像ならびに実写画像を呈示試料

と し て 、  精細度の違いが脳との適合性の違いを導

く か ど う か を 、 生 理的 ・ 心理的に評価す る こ と を

試みました。

2 .生理的評価実験

脳に対する負担は減点法で効いて く る こ と が予

想で き ます 。 そ こ で 、 呈示試料には 、注目 し てい

る特徴量  (今回の場合は精細度)  以外の部分を原

因 とす る脳に対する負担が極力少ない こ と が求め

られ ます 。進化の過程でな じんで きた 、すなわち

人類の生物学的本来性に合致した自然環境から得

ら れ る森や空などの視覚像は 、 その よ う な背景を

もたなぃ人工物の視覚像に比べて、  脳への負担は

よ り 小 さ い と 推 測 で き ま す 。 そ こ で 、 深 い 森 を 、

その上に浮かぶ白い雲 よ り も さ ら に高い視点か ら

俯瞰 し た自然景観に見え る テ ク ス チ ャ を 、 独自に

開発したフ ラ ク タル画像生成アルゴ リ ズ ム ls1に よ っ

て 、 幅 5 1 2 ピ ク セ ル  ( 低精細度 ) 、 1 0 2 4 ピ クセル

( 中精細度 ) 、 2 0 4 8 ピ クセル (高精細度 )  の 3種類

の細かさで合成しま した 。  また 、熱帯雨林の自然

景観の スチル写真を フ イル ム ス キ ャナで上記 と同

じ 3 種類の細かさでデジ夕ル化し 、  呈示試料の元

デー タ と し ま し た 。 こ れ ら の 画 像 を フ イ ル ム レ コ

一 ダ で 3 5 m m ス ラ イ ド に 撮影 し 、 呈 示試料 と し ま
し た ( 図 1 ) 。

( A ) 合成画像  ( B )実写自然景観画像

図 1  呈示試料例



図 2  実験機器構成

こ れ ら の 各 画 像 を ス ラ イ  ド プ ロ ジ ェ ク タ で 1 8 0

秒間呈示し、  その間の被験者の脳波を計測しまし

た ( 図 2 ) 。 その結果、合成画像にっいて も実写画
像 にっい て も 、  よ り 細 か い 視覚像 を み て い る と き
ほど後頭部に脳波 (:,波が統計的に有意に強 くでる
こ と が わ か り ま し た ( 図 3 ) 。

3, 心理的評価実験

合成画像に対して、  生理的評価実験と同じ被験

者にっい て シ ェ ツフ ェの一対比較法によ る心理的

評価を行いま した 。  精細度の異なるふたっの画像

を数十秒間隔で交互に呈示し、  1 4の評価語対に対

す る 5 段 階 の相対評価 を行つ て も ら い ま し た 。 そ

の結果、  よ り 細 かい視覚像が よ り よ い印象 を与え

ているこ とが統計的有意性をもって示されました 。

4 .精細度の高い視覚像ほど脳の負担が少ない

前に述べたよ う に 、脳波α波の活性は脳への負

担度合の指標 とみなすこ とがで き ます 。  実験結果

か ら 、 静 止 画像 がっ く り だ す 視覚像におい て 、 精

細度のよ り高い視覚像の方が脳に対する負担がよ

り 少 な く 、 脳 と の 適合度合が高い こ と を 意 味 し て

い る と 考 え る こ と が で き ま す 。  また、心理的評価

実験の結果は 、精細度がよ り高い視覚像のほ う が

よ り ょ ぃ 印 象 を 与 え 、 ス ト レ ス 因 と な り に く ぃ 傾
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図 3  脳波 c,波ポテンシ ャル値

向を示すこ とを示唆しています 。  こ れは 、  生理的

評価実験の結果と矛盾せず、  視覚像精細度と脳負

担との関係を支持している と ぃ え るで し ょ う 。

こ こ で 得 ら れ た知見は 、 前述 し た よ う に 自然の

視覚像が事実上無限の精細度を ・ も っ て い る こ と 、

そ し て 、  その自然の視覚像に適合する方向で人類

の 視 覚 が 進 化 し て き た で あ ろ う こ と を 考 え る と 、

納得のい く結論 と ぃ え ます 。では 、精細度が無限

に細か く な る ほ ど脳 と の適合性は増大 してい く の

で し ょ う か ?  どの程度の細かさまでこの傾向が

持続するかは今後検討する必要があります。

この設問に関連して、  今回の実験において興味

深い結果が得られています 。  実験に協力して下さ

った被験者の方々の視力は0 . 7 ̃ 1 . 0 に分布してい

ま した 。  視力の定義から 、  被験者の弁別限界は、

視覚像精細度0.7 ̃ 1 .0 ピ ク セ ル / 分 ( 視 角 、 1 分 =

1/60度) と 考 え られ ます 。つ ま り 、 視覚像精細度

1 . 0 ピ クセル /分を こえる細かい像は弁別できなぃ

とみなされるわけです。  それにもかかわらず、  1.18

ピ ク セ ル / 分 ( 高 精 細度 )  の視覚像精細度をもっ

画像の示した脳波α波ポテンシャル値が 0.5 9 ピ ク

セ ル / 分 ( 中 精 細 度 )  の 画像 よ り も 高 か っ た こ と

は非常に興味深いことです。  と い う の も 、 視 覚 像

精細度 0 .5 9 ピ ク セ ル / 分 の 画像の 1 ピ ク セ ル は 、

1 . 1 8 ピ ク セ ル / 分 の 画像にお け る 2 X 2 = 4 ピ ク セ

ル と 等 し ぃ 大 き さ を も っ て い る の で 、 そ の間の違

い を知覚す る こ と は 、 1 . 1 8 ピ ク セ ル / 分 の画像に

おいて隣 あ う ピ ク セ ルの違い を知覚す る こ と に等

しぃからです。  弁別限界以上に細かい画像間の差

異を人間は知覚できているのかもしれません。  私

たちは 、呈示画像がフ ラ ク夕ルの性質を有するテ

ク ス チ ャ だ っ た こ と が 重要 な要因に な っ て い る か

もしれないと考え、  検討を進めています。

本感性評価法を精細度以外のメデイア質の評価

に応用す る こ と も 考 え てい ます 。  ま た 、 脳 波 α波

は 、  脳深部構造の活性との正の相関も報告されて

お り 、  今後その生理学的な意味はさらに明らかに

な っ て く る で し ょ う 。
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研究動向紹介

日本全域自然音声データベース
一人見知りをしない音声認識システムの実現を目指して一

Alarge-scale spontaneous speech database over Japan
- Towards  a s peech  recognition system beyond speaker
d ifferences -

音芦認識システムには、  認識しやす ぃ声 と認識 しに く い声があ り ます 。  そのために 、

ほ とんどのシステムは人見知 りを し ます 。認識しやすい / しに く ぃ声 とは 、  ど う い う

声なのでし ょ うか 。  どのよ うな要因から生じるのでし ょ うか 。本報告では、  それらを

解明 し て 、  人見知りしない音声認識システムを実現するために、  ATl=l音声翻訳通信研
究所で収録しました、  大規模な目本語音声データペー スについて紹介します.

For speech recognit1on systems,some voices are difficult to recognize whi ie others

are not. Allspeeoh input systems are suffering from speaker variances. Which voioes

are easy or difficult to recognize?Which faotors cause this e f fect?Th is  paper

introduoes a huge the Japanese speech database which was collected at ATR

lnterpreting Telecommunications Research Laboratories to investigate those

questions and realize a speech reoognition system wlthout requiring any selection of

speakers.

1 . はじめに
も う 1 0 年 く ら ぃ 前 に な る で し ょ う か 、 東 北 の 山

奥に あ る 、  さ びれた温泉宿に泊 ま り に行つた こ と

が あ り ま す 。 そ こ で び っ く り し た の が 、 夜 遲 く に

なって浸か り に行つた温泉で耳に した 、賄いのお

ばさん達の会話です。独特の方言で調子よ く交わ

さ れ る 言 葉 は 、 全 く 内 容 が わ か り ま せ ん で し た 。

ま さ に 「これが日本語か?」  と ぃ う印象でした 。
現在の音声認識技術によれば、  静かな環境で高

品質マ イ ク を 用 い、特定の話題を 「限定した地域
の偏つた年齢層の人々が標準語で」 発声した音声
で し た ら 、  自然な会話音声でも、  80̃ 9 0 % の 高 い

性能で認識で き る よ う に な り ま し た 。  こ こ で 「限
定した地域の偏つた年齢層の人々が標準語で」 と
断 り ま し たのは 、  一般に音声認識システムの学習

や評価に使われ る 音声デー タ ベー ス の 多 く は 、 限

図 1  音 声 デ ー タベースの収録地

(株) ATR音声翻訳通信研究所

第一研究室

松井  知子

定 し た地域 ( 関 束圏な ど )  の 、 偏つた年齢層  (20

̃ 3 0 代 な ど )  の人々が標準語で発声したものだか

らです。

しかしながら、  日本語には上述のような方言の問

題があります。今日では仕事上など、必要であれ

ば標準語 を話す人 も多 く な り ま し た が 、 そ れ ら の

標準語は各地域の方言の影響を受けているよ うに

思われます。  ま た 、 年齢に よ っ て言葉使いや話 し

方に差がある こ とは経験的にわかっています 。  そ

して、  それらの要因による発声の個人差は、  時 と

して音声認識しにくぃ話者を生みます。

そ こ で 、  いろいろな地域や年齢層の人々が利用

で き る 、 人見知 り を し な い音声認識シ ス テ ム を実

現す る た め に は 、  まずは日本の各地で収録した、

幅広い年齢層をカバーす る 音 声 デー タ ベー スが必

要です。 そのためにATR音声翻訳通信研究所では、

1 9 9 5年から 1 9 9 8年にかけて日本の各地を行脚し、

1 0 ̃ 6 0 代の人々の音声を収録してきました。そし

て最近、  よ う ゃ く 全 デ一 夕の整備を終え、
利用で き る形に し ま し た 。 本稿では 、  こ の

デー タ ベー ス ( ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ 夕 ス

ク ・ デ ー タベー ス ) [ '-31にっい て ご紹介 し ま
す。

2 .  デー タ を集める

本 デ ー タ ベー スでは、  各話者は模擬対話、

音素バランス文 ' 、辞書デー タ (国語辞典、

こ と わ ざ辞典 、地名辞書 、外来語辞書から

抜粋した文章や単語の読み上げ )  を発声し

ています。  模擬対話は、  二人の話者が電話

を通して  ( 実 際 はマ イ ク 収録 ) 会議の ス ケ

' 各音素の出現頻度がほぼ等しくなるよ うにした文のセッ  ト
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ジュ ー ルを決定する  と ぃ う設定で非対面で行いま

した。  二人の話者は、  それぞれの役割に応じて手

渡 された 、  簡単な予定表や地図 ( 自然な対話とな

る よ う に 、 短 い言葉やシ ン ボルのみで記述 さ れ て

いる )に基づいて話を進めます。

実際の収録作業は1 9 9 5年から1 9 9 8年にかけて、

日本の各地で話者や収録場所 (雑音の影響を受け

ない よ う に 、 各地で録音専用 ス タ ジ オ をお借 り し

ました )  を確保して行いました  ( 図 1 ) 。最終的に

は、  総話者数は3 , 7 7 0名  (模擬対話のみ3 , 7 7 1名 )、

模擬対話における総対話数は1 , 8 8 8 、  総発声数は

32,914 (総発声時間は53 . 4時間)、  音素バラ ン ス文

の総発声数は11 2 , 6 6 0 (総発声時間は12 7 . 6時間)、

辞書デ一夕における総発声数は3 1 , 5 8 9  (総発声時

間は13 . 8時間 )  の大規模デー タベー ス と な る よ う

に収録しま した。基本的に各発声ごとに 、  その音
声 デ一 夕と音素単位の書き起こ しデー タ 2が 付 い て
います。  模擬対話を例に取 り ます と 、  既 存 の デ ー

タ ベー ス の 中 で 最 大 規 模 の も の と し て は 、 米 国

L DCが扱つているAT I Sや S w i t c h b o a r d コーパ ス が

あ り ますが 、  それぞれの規模はAT Isが話者約60 0
名で約25,000発声 ( マイク音声 ) 、  Switchboardは話

者5 4 3名で 2 , 4 0 0対話 (電話音声 )です。特に話者

数 に 関 し て 、 本 デ ー タ ベー スは既存のものと比べ

て 、桁違いに大き ぃ こ とがわか り ます 。

3 .  地域的、年齢的な広がり

収録に際して、  各話者から本人および両親の出

身地 、年齢などに関する個人情報をお尋ねし 、収

録環境の情報 ( マ イ クの種類や収録場所など )  と

と もに記録しました 。

本人の出身地に注目した場合、  その地域的な広

が り は 、 4 7 都道府県を全てカバー しています 。地

方別の話者数の分布は、  日本の総人口の分布にだ

いたい合つています 。 ま た 、各話者の年齢は 1 4 歳

から 6 5歳にわたっています。  年齢の分布を見ると、

2 0 代が一番多 くなってお り 、 3 0 代 、 1 0 代 と続きま

す。

本 デ ー タベー ス を 分 析 し ま し た と こ ろ 、 た と え

ば年齢に関しては 、年を取るに連れて声の高さは

低 く 、 あ る フ レーズを早く発声した後で次のフレ

ーズはゆ っ く り 発声す る な ど 、 話す速度のむ らは

大 き く な る 傾 向 が あ る こ と が 確 認 で き ま し た 。 地

域的 、  年齢的な要因が音声認識に及ぼす影響にっ

い て は 、  今後の研究課題として検討を進めるっも

り です 。次の節では、  そ の 手始 め と し て 行 つ た 、

各地方別、  年齢別の音声認識実験にっいて述べま
す。

4, 地方別、 年齢別の音声認識実験

A T R音声翻訳通信研究所で作成した音声認識ツ

ー ルAT RsP R Ec回を使つて 、  不特定話者用の音声
認識システムを構築し 、各地方別、年齢別に音素

認識率を調べました。なお、  システムを構築する

際、  音響モデルの学習には、  東京や神奈川出身の

2 0代の話者を多く含む音声デー タベー スを用いま

した。

地 方 別 の 認 識 率 の 中 央 値 は 高 い 順 に 、  九 州

7 8.2 % 、  中国7 8 . 2 % 、  北海道7 6.9 % 、  関束7 6. 7 % 、

中 部 7 6 . 5 % 、  四 国 7 6 .4 % 、  東北 7 5 . 6 % 、  関 西

7 5 . 4 % でした。束北や関西地方の認識率が低い理

由のひ と っ と し て は 、  束京や神奈川の方言とは、

大 き く 特徴が異な る方言で あ る こ と が 考 え ら れ ま

す。

年 齢 別 の 認 識 率 の 中 央 値 は 高 い 順 に 、  3 0 代

7 7. 2 % 、 2 0 代 7 6 . 8 % 、 1 0 代 7 6.6 % 、 4 0 代 7 5.0 % 、

5 0代 7 2 . 6 % 、 6 0代 7 0 . 1 % でした。 3 0代をピー ク に

年を取るに連れて、認識率が低下していきました。

この理由と しては 、  も と も と こ の シ ス テ ム が 2 0 代

の話者を多 く含む音声で学習 されてい る こ と が考

えられます。 3. 節で述べました、  老年になるほど話

す 速 度 の む ら が 大 き く な る こ と も 、 音 素 ご と に 安

定 し た発声が得 ら れ に く ぃ と ぃ う 点 で関係 し て い

る と思われます。

今後は、  地域や年齢を手始めに 、  認 識 し に く ぃ

話者にっい て 、  その音声の特徴を明らかにして行
き た い と 思つてい ます 。 そ し て 、 人見知 り を し な

い音声認識システムを目指していきます。

5, お わ り に

こ こ で 述 べ ま し た 、  ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ・ タ ス

ク ・ デ ー タベー スは近日、 国際電気通信基礎技術

研究所よ り販売 され る予定です 。本デー タ ベース

を外部の研究機関に も公開する こ と に よ り 、  日本

語の音声認識研究が発展してい く こ と を期待して

います。
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研究動向紹介

声の個性を決めるもの

What determines the personality of voice?

声によって相手が誰かを聞き分けるこ とは人間にとっては容易ですが、  計算機

にとって個人の識別はなかなか難しい課題です。なぜ、  ど の よ う に し て 声 に個

性が生まれ るのか ? こ の間題は実はよ く わかって ぃ ませんが 、  顔の形が一人ず

つ異なる よ う に 、声を作る器官の形が一入ずっ違 う た め と 考 え ら れ ま す 。 形 の
違いがどのような声の音色に影響するかを調べた研究を紹介します。

Humans can easi iy identify a person from the voice,whi ie computers are not
quite efficientln thls task.Why and how is the personality of voice produced?

lndeed we don't know the answer yet. lt is natura1; however,to conceive that the

shape of vocalorgans determ ines volce quality justlike a human face has l t s

personality. This artlclelntroduces our studies on the relationship between the

fine struotures of vocalorgans and the quality of voice.

1. はじめに

音声は日常使われるもっ と も重要な通信手段の

ひ とっです。音声は活字と異な り 、言語情報以外
に、話者の個人情報など 、  さ ま ざ まな非言語情報

を も っ て い ま す 。 た と え ば 、 声 だ け で 、 話 者 の性

別 、年齢 、  出身地および発話時の気分などが伝わ

り 、 電話で相手が名乘 ら な く て も 、 親 し ぃ相手な

ら誰からかかってきたのか分か り ます 。同時に複

数の人が発言している中から 、  特定の人の発言に

注目できるのも声の個人差のおかげです。この意

味で、  声の個性はわれわれの日常生活に深くかか

わ っ て い ま す 。  本文では、  声の個性を決める諸要

因の う ち 、  発声発話器官の形に由来する声の個性

にっいて考えてみ よ う  と思います。

2 . 声の個性を生ずる仕組み

人間の音声生成機構は、発声器官 (声帯 )  と 発

話器官  (声道)  に分けられます。声帯の振動によ

る準周期的な波形あるいは声道内の狭めに発生す

る空気の乱流を音源とし 、 額や舌や唇などの動き

に よ り 変形す る声道でいろいろな音色が加わ り ま

す。声の高さは、声帯の振動周期によって決まり 、

声の音色には、声帯波、空気の乱流、声道内の共

鳴など 、  いろいろな要因が寄与しています。

声の個性を決めるものは、  音声の生成に関与す

る これ らの発声器官と発話器官の形状と動きにお

ける個人ご との差異です 。  この個人差には、  生ま

れっ き備わった もの と 、  習慣 と し て 身にっい た も
の と が あ り ま す 。 前者は 、 話者の年令 ・ 性別や発

話器官の寸法に関連し、  後者には、  方言や育つた

環境などが含まれます。

3 . 声道形状と声の個人性

声道形状と音色  (音声の音響特性)  と の関連性

を解明するため、  千葉と梶山は1 9 3 0年代に x線 撮
影に よ り 母音 ご と の声道形状を系統的に分析 し 、

母音の スぺ ク ト ル を 計算す る と ぃ う 画 期的な研究
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を行いま した '''。 その頃は、 音の分析にあた りフー
リ ェ調和解析法を手計算で解くか、  よ く て も 手 回
し計算機を使用する時代でした。 今日では、  一瞬
の う ち に こ の 計 算 を 行 う こ と が で き ま す が 、 そ れ

でも声の個人性の問題は解決していません。  音の

分析だけでは、  声の音色と声道形状との対応関係

が分からないためです。  1 9 9 0 年代になる と 、  磁気

共鳴画像法 ( MR I )  が声道の計測に用い られ る よ

う に な り ま し た 。 われわれ も高の原中央病院の協

力によ り 、 M R I を用いて声道形状の三次元計測を

行い 、 形態的 な個人差 を研究す る 機会 を も ち ま し

た 。

図 1  声道の微細構造(上 )  とその音響管モデル (下 )



図 1 は、  声道の微細構造を考慮に入れた声道の

モデルを示しています 。  こ の モデルには 、 鼻腔 、

副鼻腔および梨状窩が含まれています。発話器官

の う ち 、 鼻 腔 は も っ と も 複 雑 な 形状 を 持 ち 、 個 人

差 も も っ と も 大 き ぃ と 思われ ます 。鼻腔は形の上

から後部、  中部、前部に分かれます。鼻腔の後部

は一本の管腔ですが、  鼻腔の中部では複雑な形を

した左右二本の管に分かれます。  そ し て 、  鼻腔の

前部では左右平行の円筒になります。  われわれの

計測に よ る と 、 鼻 腔 の後部 、  中 部 、 前部の長 さ の

平均値はそれぞれ3. 1 c m 、 4.5 c m 、 3.6 c mで、相対偏

差(標準偏差/平均値)  は 1 0 %程度でした。容積の

相対偏差は、前部鼻腔で 1 1 % ですが 、後部と中部

では2 6 %前後です '2'。また、左右鼻道の非対称性も
鼻月空形状にみられる個人差のひと っです。 こ れ ら

の違いが音色の違いを生む要因になります。  また、

鼻月空と口腔の結合度は、 弁の働きをする軟口蓋の

厚 さや上下運動の程度に よ り 決 ま り 、  こ こ に も 形

態的、 機能的な個人差がみられます。

鼻腔には、  主鼻道以外に副鼻腔と呼ばれる空洞

が数多く存在しています 。  主な副鼻腔には蝶形骨

洞、上額洞、 前頭洞があ り ます 。上'111良洞の容積が
も っ と も大き く約 3 8 c m3で、次は蝶形骨洞で2 0 c m3

前後 、前頭洞が も っ と も 小 さ く 8 c m3程度です。副

鼻腔容積の相対偏差は、蝶形骨洞は 1 4 % 、上顎洞

は 1 3 % 、  前頭洞は 2 7 % です '3 '。 これらの副鼻腔は、
細い導管を通して鼻道と交通する分岐管で 、  音 響

的には反共振の谷が生じます。風邪を引いた場合、

副鼻月空の導管が粘膜により封鎖されると、  はな声

となって音色に変化が生じます。

声 道 に あ る も う ひ と っの分岐管は梨状高です。

梨状窩は 、声帯の近 く 、食道の入口にあるふたっ
の ロー ト型の管腔です。模型実験などから 、  こ の

分 岐 管 に よ り 4 ̃ 6 k H zの周波数領域に大きな谷が

で き る こ と が わ か り ま し た 。 梨状窩に水 を注入す

る と こ の谷が消失す るので 、  因果関係が実験的に

明らかになったわけです 。  さ ら に 、 梨状窩は声帯

の近 く に位置す る ために 、 母音の第 1 共振 ピー ク

( フ ォ ル マ ン ト )  にも影響を与えます。梨状窩の寸

法は人によって多少異な り ますが 、発話時に声道

形状が大き く変わって も梨状窩の形はほ とん ど変

わ り ません 。  この不変性が個人性の安定性に貢献

する と予想 され ます '4'。 文献に よ る と 、 音声の高域
( 4 ̃ 6 k H z )  に含まれる情報のなかに、  個人性の特

徴 が 含 ま れ て い る こ と 、  その帯域の情報を用いる

と 話 者認識性能 を改善で き る こ と な ど が 知 ら れ て

い ま す '5 ・ 6'。 これよ り低い帯域の音響特性は発話中

に大き  く変動するのに対し 、  高域の特性は長期間

に わ た っ て も 安 定 で あ る こ と も 分 か っ て い ま す 。

この結論はわれわれの声道形態の研究結果とよ く

一致します。
声の個人性のも うひとっの要因は、  ロ腔顔面の
形の違いにあ る と考え られ ます 。  われわれの研究

室では X 線 マ イ ク ロ ビー ム装置やM R I 装置を用い

て 、  母音における声道形状と音声を分析していま

す。 屈曲した声道の水平部分と垂直部分を計測し

て 母 音 の フ ォ ル マ ン ト と 比 較 す る と 、 第 1 フ ォ ル

マ ン ト  ( F 1 )周波数は声道の縦の寸法に依存する

こ と 、 つ ま り 、 咽 頭腔が長いほ う が F 1 が 低 い こ と

が分かってきました 。 これは 、 F 1 の周波数が声道

後部の長 さ に よ り ほ ぼ 決 ま る と い う 知 識 と 一 致 し

ています。  ま た 、 第 2 フ ォ ル マ ン ト  (F2)  は声道

の水平部と硬口蓋の横幅と比と関係があ り 、硬口

蓋 の 横 幅 が 広 い と F 2 が 低 く な る こ と を 意 味 し ま

す。これは、 F 2が調音点より前方の容積に依存す

る とい う仮説とおおむね一致します。

4 . 結 び

声道形状の差異による声の個人差にっい て研究

の一端を紹介しました。  声道形状の個人差は声の

個性を決める大きな要因です。  しかし 、音声の個

人性を決める要因は数多 く存在する と思われ 、完

全な解明までには相当の時間と努力が必要でしょ

う 。動物の群れのなかで 、親は子供を鳴き声によ

っ て判別で き る と ぃ わ れ ます 。 動物に ど の よ う な

能力が備わ っ てい る か を調べ る こ と も 、 音 声研究

における未解決の問題への大きな手がかりになる

に違いないと恩われます。
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研究動向紹介

デザインの未来 一 モノ と人の関係について -

The future of designing

Relation between goods  and  a person -
高機能で高性能なモノ  ( システム )  を創る従来の視点から離れて、  人 と モ ノ  と

の密接な相互作用に眼を向ける こ とに よ って 、新たな技術の展望が開けて く る

のではな ぃ か と 考 え てい ます 。 モ ノ やサー ビスに 「楽 し い ・ 面 自 い」 と い う イ
メ ー ジ を 与 え る こ と 、  つ ま り 、  プライぺ一 ト性 と機能の時間化の=つの要素が
デザインの戦略である と ぃ う のが 、主に女子高校生を対象 とするアンケー ト 調

査を通じて得た結論です。

By focuslng on the close interaction between systems and their use r s ,we
explore the deslgn problem of what kind of goods are preferred.From the
analysis of the questionnaire survey made  for the hlgh s c h oo l g i r l s , w e
emphasize the importance of whether the usage image of the manageabllty and
the enjoyablity is attached to the goods.

1 , はじめに

たまごっちは,  なぜ爆発的に流行つたのでしょうか。

プリン ト ク ラブは ,根強い人気がありました 。

携帯電話は,急激に普及しました。

イン ターネットは ,急速な広がりを見せていました。

資 金 や モ ノ が 市 場 を 支 配 す る 時 代 が 終 わ り 、

人々の好みが市場を決める時代になった と言われ

て い ま す 。 モ ノ を 創 る と ぃ う こ と が 、 以 前 に も 増

して使用する人々に向かなければなりません。  イ

ン 夕一 ネ ッ ト を 多 く の 人々が使つてい く た め の コ

ンテンツの必要性が叫ばれていますが 、  こ の こ と

と呼応しています。

それでは、人々は

ど の よ う な モ ノ ・ サービスを好み,,

どのよ うなモ ノを受け入れるのでし ょ うか 。

さ らに 、人々はモ ノに対し

ど の よ う な イ メ ージを持ち,,

どのよ うに評価し ,,

どのよ うに , 使 う か使わなぃかの判断に結び

付けてい るので し ょ う か 。

私たちは、  過去の技術の延長線上で将来の展望

を持つ傾向があります。  この研究では、  ど ち ら か

と言えばモ ノ  ( シ ステム )  側の研究に身を置いて

きた私たちが、  人 とモ ノ と の密接な相互作用に眼

差 し を む け る こ と に よ っ て 、 新 た な技術の展望が

開け て く  るのではないかと考えています。

2.  共同作用としての機能

どんなモ ノが好まれ使われてい く ので し ょ う か ?

そんな こ と が分かれば苦労は無い と ぃ う 声が返つ

て来そ うですが 、  こ の問題を こんなに簡単に片付

けて良い ものなので し ょ う か 。 従来 、人に詳 し ぃ

議論、 た とえば消費者心理学では 、モ ノ をひ と ま

と めに して扱います 。  一つひとっのモノの中身を

見つめ よ う と は し ません 。 他方 、 モ ノ 創 り の側で

は丁度反対のことが起こります。

私たちは、モノと人を対等に扱いデザイン (設計 )

さ れ た モ ノ が一人ひ と り の 人 間 に と っ て ど の よ う
な意味を持つのかとぃ う一モ ノ と 人 の 関 係一 を包

摂したデザインの枠組みを考えています 。  単にモ

ノを消費する終端 (消費者 )  にユーザー を設置する

;基一:

(株) ATR環境適応通信研究所

第一研究室、第=研究室
下川信祐 、新上和正

の で は な く 、  ユーザー もデザインの主要な要素と

位置づ け る こ と が 、  従来と異なる私たちの出発点

です。 私たちは

モノ と人が共同して ,  人に与える影響

を機能と呼びます。  この枠組みでは、  ど の よ う な

モ ノ が好 まれ る のかについて もデザ イ ン の間題 と

な り ます 。 た と えば 、後で触れますが 、携帯電話

の若年層における急激な普及の原因は持ち運びで

き る便利 さ  ( = モバイル性 )ではありません。

従来の機能と ぃ う言葉は、  使われ方を説明する

時に用いられて来ました 。  「携帯電話の機能は電話
を 持 ち 運 ん で 使 え る よ う に し た こ と」 と い う 具 合
です。  と こ ろ が 、 使 われ方に捕われた視線は 、 モ

ノ を使 う人の心の内で生じる心象にっいて顧みま
せん。

(A ) 「ヶ一夕イしてると親出ないしグッドなんだけど ,,
お金がなくなっちゃって水着が買えなぃの。 」

とぃ う女子高校生の口度きを取り上げましょ う 。 こ

れは、彼女が携帯電話を実際に使つて行く  ( =共同

作用 )  中で発見した 、携帯電話の彼女にとっての

良 い 面 ・ 悪い面です 。持ち運べる と い う 従来の機

能説明から便利さは見えて も 、  彼女が実感してい

る 「親を電話に出させなぃ 」 有 り 難 さ に は到達 で
きません。

3 .  コミュニケーシ ョンツールの利用イメ ー ジ
従来の視線か らは 、 モ ノ と 人 と の関係を提え ら

れません 。 その関係は固定的な ものではな く 、 利

用時間 と と も に 変 化 し て 行 く こ と を 具 体的 な例 を

通して見てみま し ょ う 。

私たちは 、女子高校生を主な対象と して 、  コ ミ

ュ ニ ケー シ ョ ン ツ ー ルの利用に対するアンケー ト

調査を実施しま した '' -4 ]。 ア ン ケー ト では 、各々の
ツ ー ルの利用を継続する場合と中止する場合の理

由を選択肢から複数を回答します。

継続する場合では、  非継続に比べツ ール間の関

係は複雑になってき ます '2 , 3'。 図 1 で 、 特 に ポ ケ ッ
ト ベ ル の 利 用 イ メ ー ジは特徴的です。  これは次の

よ う な シ ナ リ オ に 沿つ て い ま す 。  携帯電話やPH S

と 同 様 に 、  「便利」 か ら ス タ ー ト し ます 。 「便 利」
自身は明確な目的を持つていな ぃのでコンテンツ
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不在であって 、  そのままでは不安定です。  まず、

ビジネ スマンに よ り実用性が認め られ 「便利」 か
ら 「必要」 に至ります。次に普及と価格の下落か
ら よ り 多 く の人の目に触れ ます 。 こ の時 、 た と え

ば一般の女性にとっては元の 「便利」 そ う な も の
です。 その後、  個人の生活の中で具体的な意味が

発 見 さ れ て 、 別 の イ メ ー ジ が生 じ ま す 。 こ の よ う

に 、 再 び 「便 利」 を 出 発 点 と し て 新 た な イ メ ー ジ
が生まれては離れて行きます 。  その結果、  あ る 種

の ビ ジ ネ ス マ ン に と っ て 必 要 な ポ ケ ッ ト ベ ル と 、

女子高校生に と っ て 楽 し ぃ ポ ケ ッ ト ベ ル と に 変化

しています。

図 1  継続す る 場合で の イ メ ージ ダ イ ナ ミ ク ス

4. 「楽 し い ・ 面 白 い」 の利用イ メ ージ
先ほどの継続 と非継続は 、  ユーザーの判断の結

果です 。 私 た ち が モ ノ の デザ イ ン 戦略 を建 て る う

えで、  非継続に比べモ ノ を引 き続いて使 う継続理

由 を探 る こ と が よ り 重要です 。  さ ら に 、 必 要 な モ

ノ が 行 き 渡 り 好 み が 市 場 を 決 め る 今 日 、  図 1 の

「必要」 に比べ 「楽 し ぃ ・ 面 白 い」 の 利用 イ メ ー ジ
が よ り 個々のューザー を 対 象 と す る デ ザ イ ナーに
取つての関心事ではなぃでしょ うか 。

プ ラ イ ベー ト 性

「楽 し ぃ ・ 面 白 い」 は 、 個々のューザーの内で
生 じ る プ ラ イ ベー ト な事件です。携帯電話やポケ

ッ トべルが若年層に爆発的な人気を得たのは、  持

ち運びの便利さだからではありません。  2章の女子

高校生のロ度き ( A ) の よ う に 、個人のプラ イベー ト な

領域へ直に ア ク セ ス し て く る か ら で す 。 携 帯電話
以前では、  女子高校生は家の電話を使わずに公衆

電話に走つていました。

また 、  プ リ ン ト ク ラ ブ で は 、 共 に 写 真 を と る こ

と で 創 り 出 さ れ た プ ラ イ ベー ト な世界が小さなシ

ー ル と な る こ と で公共空間内に他人に露出 し ない

プ ラ イ ベー ト な 領域が創 られます 。  こ う し て 、  プ

リ ン ト ク ラ ブ は写真 よ り も 個人に近づ き ま し た 。

機能の時間化

「楽 し い ・ 面 白 い」 の も う 一つの手がか り は 、
時間です 。 テ レ ビゲー ムがその例の一つです。た

と えば戦闘シー ンでは、  画面でのユーザーの キ ャ

ラ ク 夕一は戦闘相手が動 く と 、 ユー ザ ー キ ャ ラ ク

夕 一 も反応して動いて行きます 。ユーザー と 戦 闘
相手 は一体 と な り ま す 。 つ ま り 、  モ ノ の 動 き とュ

ーザーの動きが時間を同じ く  して重なって行きま

す。「モノと人の関係」 が他のモ ノに邪魔 されない
様相で現れます。 これを機能の時間化[''と呼んでい
ます 。たまごっち も この例の一つです 。 この機能

の時間化を通して初めて人がモ ノ と向 き合い 、  そ

れらの間で共同作用が開始します。

一方 「必要」 では 、 人 がモ ノ を 継続 し て使つて
行 くかど うかがその人と他の人達との関係で決ま

る こ と が し ば し ば です 。 た と え ば 、 親 が使用者で

ある子供に携帯電話を持たせる場合がそれに当た

ります。  実際の利用者である子供と携帯電話との

関係が 、 親 と ぃ う 第三者に よ っ て強制的に生み出

されています。

5. ユーザーからのデザインの戦略へ
これ まで 、  ア ン ケー ト 調査 とい う一つの舞台を

設けてモ ノ と人間の関係にっい て考察 し て き ま し
た。 デザ イ ンは 、分析や説明に終止する こ と が そ

の目的ではありません。将来の市場をイメ ー ジし 、

それに対して私たちが関係するモ ノの的確な戦略

を建てるこ とです。物理学や数学は法則や定理と

いう時代を越えて成り立つ普通性を持つがゆえに、

それらは法則や定理と関係した未来の事象に対し

て予測する力があります。  人を相手にするデザイ

ンの戦略は、  その よ う な性格ではな く 、 社会状況

に応 じ て適応す る よ う な コ ン テ ィ ン ジ ェ ン シ一 ' な
ものとな ります。

それでは、  こ れ ま での分析を通 し て ど の よ う な

戦 略 が 得 ら れ た の で し ょ う か 。 私 た ち は 、 冒 頭 で

述べた 「人々の好みが市場を決める」 傾向はます
ます拡大 し て行 く と 考 え てい ます 。 モ ノ やサー ビ

ス に 「楽し ぃ ・ 面 白 い」 と ぃ う 働 き を 生 じ さ せ る
こ と が 重要だ と 考 え て い ま す 。 プ ラ イ ベー ト 性 と

機能の時間化の二つがデザイ  ンの戦略 ['1の主要な要
素です。

この結論は、  主に女子高校生を対象にアンケー

ト 調査を通 じて得 られた ものですが 、  女子高校生

に限 らず有効であ る と考えてい ます 。  この戦略を

巧 く 展 開 すれば 、 新 た な 人 と モ ノ と の 関 係 を 築 い

て 行 け る こ と で し ょ う 。
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[1] 現在 ,大部の報告書を作成しています。  “ 横 断す るデザ イ ン

一人とモ ノ との関係にっい て 一 ”  と題 し , 1 0 月頃テ クニカル

レポー ト として刊行予定です。

[ 2 ] 下川信祐 ,新上和正 ,倉持裕 , “ 高校生 (主に女子 )  の コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン ツ ー ル 利 用 イ メ ー ジ ー ア ン ケ ー ト調査分析

一 ” , シ ン ポ ジ ウ ム  ' 情 報 通信 ネ ッ ト ワー クの新しぃ性能評

価法に関する総合的研究'  報文集,pp.63-72,1999.

[ 3 ] 下川信祐 , 新上和正 , 井桁和浩 , “ 高校生 ( 主に女子 )  と コ ミ

ユニケ ー シ ョ ン ツ ー ル ー イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 と ア ン ケ ー ト

調査一 ” , 日 本 オ ぺ レー シ ョ ン リ サーチ学会平成10年度秋季

研究発表会アブス ト ラ ク ト集 , p p . 1 7 0-171,1998.
[ 4 ] ア ン ケ ー ト調査の項目をhttp://www.acr.atr.co jpで 8月頃公開
の予定です。

' 社会的環境などにフレキシブルに適応することを指します。
年代に支配的であった組織理論に由来します。

7 0
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ATR Monologue(11

a'微分'' と “積分”

(株)  国際電気通信基礎技術研究所

顧 問 葉 原 耕 平

表題だけ見て  「これは大変だ」 と し り 込 み し た り 、  毛嫌い し た り し な ぃ で 下 さ い。 難しぃ数学の話をし
よ う と ぃ う の で は あ り ま せ ん 。 た だ 、 他 に ピ ッ 夕 リ し た 表 現 が 見つ か ら な か っ た と い う だ け の こ と で す 。

私の好きな  “The best i s  the simplest” の考え方の一環の話です。

①塵 も積れば山 と な る  一 先人への礼儀一
平板 な タ イ ト ル で す が 、  これは研究の進展にも当てはまる 、  とぃ う話です。多くの研究は日々の研究成

果の積み上げの連続です。前に 「レポー トの書き方」 と い う 話 を 書 き ま し た ( ジ ャ ーナル3 1号 ) 。その時、
ある期間毎の報告にはその前からのキー ワー ド のチ ェ イニングが大切だ と言いま した 。  こ れ は 取 り も 直 さ

ず、  それまでの成果を引き継いでそれを発展させる と ぃ うプロセスそのものの表現でもあ り ます 。  「前期ま
での成果はこれこれ、  今期のプ ラ ス分は これ これ」 と ぃ う 切 り分けです 。  と こ ろ が 、  現実には現時点での
ト ー タルの話に置き換えてレポー ト し て し ま う 場合が よ く見 られ ます 。 これに よ って確かに現時点での様

子は分かります。  しかし、今期何が進んだのか、  と 言 う こ と を 知 ろ う と 思 え ば 前 期 の レ ポー ト を引つ張 り

出して引き算をして見なければなりません。

図 を 見 て 下 さ い。 く ど く  ど言 う必要は無いでし

ょ う 。 あ る短期間の成果はいわば 「微分値」 です。
こ れ が そ れ ま で の 「積分値」 に 積 み 上 が り 、 そ の
結果が新 し ぃ 「積分値」 に な り ま す 。 大切 な こ と
は、  この両者の関係あるいは違いを陽に意識しす

る こ と で す 。 「微分値」 はその都度の進歩です。
「積分値」はそれを含めてのト ー夕ルの到達点です。
こ こ で も う ひ と っ大切なこ とは 「過去の積み上げ」
と い う のは何 もその人個人の成果に限 らな ぃ 、  と

言 う こ と で す 。 いやむしろその多 くは先人の仕事

の累積でもあ り ます 。極端に言えば 、  た と え ば 現

代の多くの工学の基は、ニュー ト ン の力学やそれ

こ そ 「微分積分学」 に 負 う と こ ろ 極 め て 大 で す 。

時 間

電磁気学もそうです。  何の不思議 もな く使つてい る  「オームの法則」 も未だ発見されておらず、  電圧や電
流、 抵抗などの概念が確立していなかったなら 、  そしてそれらを自分で探求しなければ何事も始ま らない

と し た ら一 ・ 、  これは大変なことです。
そ こ ま で 遡 ら な く て も 、  自分だけの力ではたかが知れている、  と い う こ と が お 分 か り で し ょ う 。 そ う だ

と す る と 、  自分の仕事つまり微分値のベー ス と なった多 くの先人の仕事を正当に評価する こ とはご く自然

な こ と で し ょ う 。  し たがって 、 た と えば論文ひとっ書 い て も そ う ぃ う こ と は き ち ん と 述 べ て お く べ き だ と

私は思います。  参考文献欄がその人やそのグループの業績で大半が占められているよ う な仕事は 、  余程画

期的で前人未踏の分野のものか、独り善がりかのどちらかですが、大半は後者の公算の方が大きぃと見る

のが普通でし ょ う 。 そ う ぃ う 書 き方の論文 ( 仕事 ) は私はあま り信用 しない こ と に し ています 。

も う ひ と っ、せっか く先人の仕事を紹介しても  「それには これ こ れの欠点があ る ・  ・ 」 そ し て 「本論文
はその欠点を改善する一 ・」 などの言い方をよ く見かけます。要は自分の仕事を際立たせたいためにまず
他人の仕事にケチをっける こ とか ら始まっているのです 。  さ て 次 は ど う で し ょ う か 。  幸いに誰かがその仕

事を引用 し て く れ た と し て 、  今度は自分の仕事が 「それにはこれこれの欠点がある」 と書かれる伏線を仕
込むこ とに相成 り ます 。極めて単純な こ とです 。そろそろお分か りで し ょ う 。 「先人がこ こ まで立派に積み

上げて くれている 。私はそれに以下の事柄を付け加えさせていただ く 」 私はそ う ぃ う 文 化 も あ っ て も ぃい
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のではなぃかと思つています。  競争社会には馴染まないかも知れませんが。

とはい う ものの 、先人の仕事 ( と その集積 )  を何も 1 0 0パーセン ト鵜呑みにするのがぃい 、  と ぃ う の では

あ り ません 。むしろその逆です 。 これらの話は何も研究に限られたこ とではあ り ません 。大きな組織で前

例を墨守する、  などはその悪例でし ょ う 。  自分が乗つかろ う と し て い る土台が し っ か り し た間違いない も

のかどうか ( これは多分に主観的かも知れませんが )  は検証しておく  ( 悪 く言えば疑う )  ことが大切です。

図に示 し た U ター ンの矢印です。そこにまた新しぃ 、むしろ革新的な進歩が期待されます。それをどこま

で週つて 、  またどの範囲まで再確認するか、  それはそのテーマと当人の力量に依存します。  あ ま り に も 過

去を詮索している とそれだけで人生が終わってしま うかも知れません。  やたら参考文献が多いのも、  そ う

いう意味では問題かも知れません。

② ど こ ま で立 ち戻 る か ?

上述のよ うに大きな飛躍、発展には一旦U夕一ンするこ とが効果的な場合があ ります 。その際、  ど こ ま

で U 夕 一 ンするのがぃいか、私は原理原則的なと ころに立ち戻るのが望まし ぃ 、  と 思つています 。例を述
べます。 それは飛行機です。昔、  空を飛びたい一心で鳥を真似て腕に羽を付けバタバ夕させるなど とい う

こ と が 試 み ら れ ま し た が 、  う ま く行きませんでした 。鳥は何のために羽を動かしているのか 、それは原理

が分かって見れば推力と揚力を得るためです。  その結果空中を飛ぶことができます。  初期の飛行機はプロ

ぺラで推力を 、  翼の仰角で揚力を得る、  とい う巧妙な仕組みでそれを実現しました 。  鳥はその両者を羽を

動かすこ とで実現しているのです。 こ う して 、原理が分かればあとは鳥の模倣を離れて独自に技術が進ん

でいきます。つま り 、人間は推力と揚力を金属などで、鳥は筋肉などで実現しています。同じ原理を全く

と い っ て い い ほ ど 違 う 仕 組みや材料で実現 し て い

るのです。

A T Rでは発足当初からキャ  ッ チ フ レーズのひと

つ と し て  「人や生物に学ぶ」 こ と を 標 榜 し て き ま
した。 しかし 、  その際何を学ぶか、  これが肝心で

す。鳥が飛ぶのは推力と揚力に違いなぃ 、  そ う ぃ

う 原 理 的 な こ と を 研 究 と 洞 察 か ら 学び取 る こ と で

す 。 羽 を ノ 、、, タ っかせる、  と い う 皮 相 的 な 真 似 事 で
はあ り ません 。  こ の こ と は 、 研究者に口 をす っぱ

く し て 言 い 続 け て き ま し た 。 そ う は い う も の の 、

始めか ら そ う ぃ う 原 理原則が分か っ て い る わ け で

はあ り ません 。 い や 、  む し ろ分かっていない場合

が大半で し ょ う 。 だ か ら こ そ研究が必要にな る わ

けです。  そのための手段としてまずは真似をして

見 る 、  と 言 う こ と も 必 要 で し ょ う 。  し か し 、 真 似

を す る こ と に 夢中に な り 、  目 的 を 取 り 違 え る こ と の な い よ う 、  こ と に上に立つ人は注意深 く見守る こ とが

肝要だと思います。

③飽和する技術 、  進歩する技術

も う ひ と っの図を見て下 さい。これは航空機の発展を模式的に示したもので、説明不要で一目瞭然でし

ょ う 。 多くの技術はある程度から先は改良改善の努力の割にはそれに見合つた進歩が見られなくなります。

プロぺ ラ機の場合もそ う です 。  それはプロぺ ラ自身が空気をかき分ける こ とに よ って推力を得ている 、  と

い う原理的な限界があ り 、すでにその限界に近づいてきているか らです 。それに対してジ ェ ツ ト機は噴射

の反動とぃ う全 く違 う原理で推力を得ており 、  音速を超える可能性を実証したのです。

誤解を招 く と いけ ませんので 、  敢えて付け加えますが、  私はプロぺラ機の改良に類する努力が全く無駄

だ と主張しているのではあ り ません 。 あ る条件の範囲では  ( 例 えば音速ほどには早 くな くて も小回 りが効

く方がいいなど ) 、 それが効果的な場合もあ り ます 。そ して爪に火を と もす ょ う な努力の末、それな りに成

果 を 得 る こ と も あ り ま す 。  日 本 人 は む し ろ そ う ぃ う こ と に も 長 け て い る と も 言 え ま し ょ う 。  しかし 、 A T R

のよ うな先端的な研究を使命とするところではそれはそぐぃません。  例えて言えばプ

ロ ぺ ラ に 代 わ る ジ ェ ツ  トの原理を見出す、 あるいはプロぺラの限界を早期に指し示す

と い う 、  要は後々の 「立ち戻るべき」 基盤となる原理的な考えの確立に向けて努力す
る こ と が求め られてい るのではないで し ょ う か 。 そ し て願わ くば後世の人達が さ し て

多くはない参考文献の中でも常にバイブルのよ うに取 り上げて くれる ものであって欲

しぃ、  と念願する次第です。
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短信

ATRはそんでええねん

松下電器産業株式会社先端技術研究所

(前ATR知能映像通信研究所第五研究望)

佐 藤 潤 一

私がA T Rのこ とを最初に知つたのは、  ATRが大阪の〇BP  (大阪ビジネスパー ク )  に開設された と  きの報

道ででした。当時束京都内の大学で学部生だった私は、 「パ タ ー ン認識」 や 「研究」 と ぃ う こ と に 関心 を持

ちはじめたころでもあ り 、 A T Rや 、その後A T Rが移転した関西文化学術研究都市にあこがれのよ うな もの

を持つていました 。

その  「 あ こ がれのよ う な もの」 がど う作用したのかは定かではありませんが、  何の縁があってか、  関西
に就職し、  しかも動務していた研究所がAT Rの斜め向かいに移転し、  A T R のご近所で仕事をするこ とにな

り ました 。  A T Rには、私的な友人や職場からA T Rに出向して仕事をされた方が何人もぃましたが、それで

も 何 と な く 、  自分が A T R で仕事をする機会はないだろ う と思つていました 。そ こにたまたま出向の声がか

かり、 9 6年 6月から、 3 0 0 m先の新職場への出向が実現することとなりました。

ATRでは、  知能映像通信研究所に所属し、  バーチ ャ ル リ  ァ リ  テ ィ  に関連して仮想空間での感情モデルに

ついて 2年半研究させていただきました。そして、 さまざまな研究者 ・ さ まざ まな研究と接する こ とができ 、

また国内 ・海外での学会発表や研究発表会など 、非常によい経験を させていただき ま した 。海外の学会で

は、 A T R と ぃ う名前がすでにステー タ ス を持つている こ と を実感し ま し た 。

ATRでの仕事以外の面での印象ですが、  A T Rは、  関西にあ りながら 、  関西弁以外の言語 一 関 東 弁 お よ び

英語! 一 が多く飛び交い  (逆に、 私の会社の各支店は、 ど こへ行つても関西弁が主要言語らしぃですが ) 、
それでいて生活は地元に比較的密着している、  と ぃ う 不 思議 な と こ ろ で し た 。 私 の会社の メ ン バーに と っ

ては、  本社を含め事業所の多い大阪府内が仕事及び生活の中心となりがちで、  職場が学研都市にあっても

たとえば宴会は大阪市内、  と い う こ と が多いのですが 、  A T Rに入つてから職場周辺、  特に奈良市内のプレ

イ スポ ッ ト を勉強させていただきま した ( 奈良市民であるに もかかわらず ! ) 。

さ て 、  私の所属する、  松下電器の先端技術研究所は、 現在  「2 0 1 0年の事業の核となる技術を切り拓く」
こ と を目標 と し てい ますが 、特に私たちが強 く かかわってい る情報処理 ・ ネ ッ ト ワー ク産業が主要産業と

なりっつある今、  この分野で未来の事業を確実に見据えるのはとても難しぃ と感じています。そのよ うな

中で、  会社の同僚とA T R  (特に私が所属していた知能映像通信研究所)  について話すと きに 、  その研究内

容に対して と き ど き言われるのは 、  「AT R、1l1 -l :んで ?元オaん 」 と ぃ う言葉です。これは、 「A T R は そ れ ( そ う
い う 研究内容 、研究のや り方 ) で いいんだ」、 つ ま り 、 A T R の 研 究 ス 夕 ン ス の ポ イ ン ト は “ 未 来への大胆な

技術 ・ コ ンセプ ト提案 ” にあ るのだか ら 、 それ と同 じ ス夕ン ス を企業の研究所が と るのは大きな睹け 、冒

険にな っ て し ま う 。  と い う こ と だ と 思い ます 。 こ れは A T R に対す る羡望を含んだ発言か も しれ ませんが 、

確かにその通りだと感じます。 やは り A T R には 、大学や普通の企業ではできないよ う なや り方 と自由な発

想で、国内外を問わずインパク ト を与え続けてほしぃ と願つています。

A TRtま・:んで -ま、. 元ねん。 -1 :ん''ii f、.、 f?、ま ど' 'こ もで き1人f?や ろ。 fi1::T R し1i、でき l lf、.やん。  そ う 言われ なが ら 、
未来への種をまき続けて国内外に刺激を与えて くれるこ とを 、斜め向かいの職場から A T Rに期待したいと

思います。
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第 6 9回  9 9 年 4 月 1 日  (人間情報科学シリーズ第 5 7回 )

小脳 と上丘に よ る サ ッ力一 ド制御

N I H の ラ ン ス  ・ オプテ ィカン先生に  「小脳 と上丘によ るサ ッ

カー ド 制 御」 と 題 し 、 新 し ぃ サ ッ ケー ドモデルにっい て ご 紹介
いただ き ま し た 。

このモデルは 2つのパラレルな ド ラ イブジェネレ一 夕 一 (駆

動力発生機)  を持ち、 上丘と小脳が直接サッケー ドの速度と方

向に貢献するとぃ うものです。上丘は、最初の方向を持つ駆動

力 を 与 え る こ と に よ っ て サ ッ ケー ド を ス夕一 ト させ 、小脳は方

向 を 持 つ エ ラ ー を補償する駆動力を供給します。  ダ イ ナ ミ ッ ク

な運動誤差はモデル内で時間的に符号化されないため、  空間的

時間的変換は必要ありません。また、眼が視標に近い時、小脳

は残りの駆動力を停止させ、サッケー ド を終了させます。 これ

らの事実を総合し、  サ ッ ケー ドの正確さを達成する重要な要素

であるdisp lacement  i n t e g r a t o rが小脳に存在すると提案され、そ

れに基つく様々な実験デ一夕や解析結果を示されました。

ラ ン ス ・ オプテ ィ カ ン  (N IH

Lance M.〇ptican博士

第 7 0 回  9 9 年 4 月 2 日  (人間情報科学シリーズ第 5 8 回 )

脳を盗み聞 く一神経応答のどの側面が情報のキャリァーか ?  バ リ ー ・ リ ッ チ モ ン ド ( N I H )

マルチトライァル強化報酬スケジュール : 神経と解割の対応物

N I H の バ リ ー ・ リ ッ チ モ ン ド 先生に前半 と後半に分け 、  2 つ

のテーマ にっいてご講演いただきました 。

まず、  前半は神経応答のどの側面が情報のキャリアーで あ る

か、 にっいて論じていただきました 。

同氏の最近の研究による と 、反応潜時が反応の強さとほぼ独

立であ り 、  またperistimulus t ime h i s tog ramsの中に具現化された

神経反応のゆっ く り と し た変化が情報を運んでいる こ とが示唆

さ れ て お り 、 そ れ が ぃ か な る 実 験 、 デ ー タ 、 モ デルに よ り 導 か

れ て い る か にっいてご説明いただきました 。

後半では、  マルチ ト ラ イ ァル強化報酬スケジュールに関する  Ba「 「y J・ R iCh mOn d博士

神経的、  解剖学的対応物にっいて論じていただきま した 。

通常の目的を持つた行動は 、複雑な タ ス ク のパフ ォーマ ン ス と 夕 ス ク が ど の よ う に 発展す る か と ぃ う 予

測の比較に依存 し てい る こ と が多 く 、  同氏らは、  そのよ う な行動によ りサルを使つて観測するためのパラ

ダ イ ム を 開発 し ま し た 。 こ の タ ス ク  「f ixed-r a t i o報酬スケジュールの違い」 では、サルは簡単な視覚タスク
を 1 か ら 3 回 す る こ と を 要求 さ れ 、  この先得られる報酬スケジュールに関連して変化する2つめの視覚刺激

もまた提示されます。  こ れ ら の 実 験 に よ り 、  タ ス ク の 難 し さ と 得 ら れ る べ き 報酬 の間の ト レー ド オ フ と 、

行動との関連をさまざまな条件下で観測しました 。その行動を神経科学的、解剖学的に観測、解析した結

果、  この視覚的スケジュール フ ラ ク シ ョ ン キ ュー と ス ケ ジ ュールを通した進行の強い連合はper i r h i n a1皮質

におい て起 こ る と さ れ ま し た 。
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ATRでは、  従来からATR音声翻訳通信研究所の研究成果であるATR S P R EC音声認

識 ツールを販売 し て ま い り ま し た が 、  この度その改訂版のATRSPR長C2000音声認識

ツールを販売開始いたしました。

A T RsPREc2000音声認識ツールキ ッ  トは音声認識研究のための実験環境構築や、  ア プ リ  ヶーシ ョ  ン開発
用の大語彙連続音声認識ツールキ ッ ト です 。

特徴として 、語彙数が数千語以上の連続音声認識を行う こ とができます。  さ ら に フ レーム単位での逐次

処理により実時間認識ができます。  また、  ATRSPREC2000のツ ールだけで、  昔声認識に必要な処理を行う

こ と が で き ま す 。 ツール同士を簡単なコマン ドに よ り連結させる こ とに よ り 、利用者任意の試験環境を設

定することが可能です。

従来のATR S P R E Cとの違いは以下のとおりです。

( 1 )  認識エンジン部分のソースコー ドを全て開示 (今までは、  一部オブジ ェ ク  ト提供)

(2 )  英語にっいての音声認識実験を実施し、  日本語だけでは無く英語にっいての認識も有効である こ と を

確認

( 3 ) バグ修正および改良の実施

動作環境 uN Ix (HP-Ux、 〇sF1 を推奨、  その他詳細にっいては下記までお問い合わせ下さい )
提供価格

( 1 ) 新 規 購 入  1 , 8 0 0 , 0 0 0円 (消費税別)

( 2 ) 従来 A T R S P R E Cからのアップグレー ド 5 3 5 , 0 0 0円 (消費税別)

その他、 大学等教育機関様への提供にっい ては 、  特別価格での対応を実施してお り ますので、  詳細にっい

ては、  直接A T R開発室までご連絡下さい。

(お問い合わせ)

(株) 国際電気通信基礎技術研究所 開発室

TEL ( 0774 ) 9 51192  FAX ( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 7 9

e-mai1:del iv@ctr.atr.co.jp

え=と一じゃあ明日空いていま 、す力i_ _ _ _ _
1;.0e・07
5,oe,or

4.0e,07

3.0e,07

:1l .0e,07
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timeln sec

2.0
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ATR 〇B/〇G会 “ATR GRADUATE” 発足

こ の 4 月 、  ATR 〇B/〇G会 「ATR (iRADUATE」 の設立総会が東京虎ノ門パス トラル
で盛大に執り行われました。  現在会員数は約25 0名を数え順調なすぺ、り出しを見せて

お り ま す 。 こ の 「ATR GRADUATE」の発足に関して尽力された元ATR光電波通信研

究所の猪股英行様から寄稿をいただいてぉりますのでご紹介させていただきます。

A T R グループが発足し、  活動を開始してから  10余年

の歳月が経過し、  その間に磨いた電気通信に関する基礎

的資源は枚挙に暇が無い と こ ろです 。  また 、  その間に

A T R グ ルー プで研鑽を積み、  巣立ち、 各界に貢献する

と こ ろ となった人的資源は優に千人を超えております 。

これら卒業生は、その数がそれほど多くなかった頃から、

ヒ ュ ー マ ン ネ ッ ト ワー クの維持 ・強化に努め、その後の

A T R周辺の動向や自らの行動に関係する情報交換を行

ってきました 。 この 、有志がその都度発起人を務める 、

い わ ゆ る ボ ラ ン テ ィ ア ベー ス に よ る A T R-〇B会は過去8
回ほど実施されてきましたが 、  率業生の数が多くなるに

つれて会員名簿の更新 ・ 管理にも支障を来すよ うになっ

て き ま し た 。

この状況に危惧を抱いた〇B有志がATRの現役の方々

と相談した結果 、  この程、  A T R グ ルー プの卒業生にっ

いての恒常的な組織としての 、  “ATR  GRADUATE”  を

ス夕一 ト させることになったものです。設立総会の模様、

第1期役員の構成等は右記の通りであり、活動を支える

事務局の仕事をATR-I で 引 き受けていただけ る こ と に な
った と こ ろが従来 と大き く異な り ます 。

こ れ に よ っ て 、  AT R卒業生向けの常設中央舞台が整

ったと言えます。

しか し 、そ こに参加して享受できる コンテンツは 、全

国 、いや 、世界に散 らば る卒業生各位がボ ラ ンテ ィ ア精

神をもって制作するしかあり得ません。地理的に近い率

業生のサブグループ、 会社単位や研究室単位などのサブ

グルー プがぃろいろな機会を利用して集ま り を もってい

る と聞いています 。  それらの諸活動にっい て 、  中央舞台

で報告していただきたぃ。卒業生が多い、  パ リ な ど に お

ける外国支部の設立も想定されています。  また、  ホ ッ ト

な話題を提供していただ く こ と に よ る 、現役諸氏 との交

流の要望もあります。面白そうな交流のテーマを役員に

教えていただ きたい。

ATR  GRADUATEの設立準備が整つて案内状をお送り

し てか ら 、  設立総会までの期間が短かったことを反省し

ています。今後、一人でも多くの卒業生が入会され、一

人でも多 くの会員にボ ランテ ィ ア精神を発揮していただ

き 、 “ A T R  G R A D U A T E ” がその意義ある道を歩むこと

を切に願うものです。

設立総会の模様

ATR GRADUATE役員

会 長 日裏泰弘

副会長  吉田医雄

副会長  葉原耕平

幹事 ( 企画 )  山下紘一

幹事 ( 会計 )  山崎泰弘

幹事 ( 総務 )  猪股英行

会計監査役 淀川英司

ATR事務局長 東田正信
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e学研都市あれこれ

住宅・都市整備公団関西学研都市展示館

今回は今年5月にリニューアルオープンを した住宅 ・ 都市整備公団の関西学研都市展

示館をぉとずれた。  ATRから歩いて2分の展示館には、  関西学研都市に関する情報が

豊富に展示されている。まず住宅・都市整備公団の学研都市に対する取り組みを聞き、

新しくなった展示館を見学させていただいた。

〇住宅 ・ 都市整備公団の関西学研都市への取 り組みは  ?

関西学研都市は第一段階である基盤整備を終了し、学研都市全体の計画人口である41 0 , 0 0 0人に対して現

在人口は約200 , 0 0 0人であり、  進捗状況は約5 0 %である。  「2 1世紀のモデル都市」 とぃう都市建設理念の実

現に向け、 文化学術研究の中枢として次なる段階 「セ カ ン ド ス テージ」 を迎えている 。

筑波研究学園都市がひとっの大きな区画を開発する一団地集約型開発なのに対して、関西学研都市は小

都 市 群 か ら な る ク ラ ス タ 一型開発の形態 を と っ て い る 。 ク ラ ス 夕一型の開発はそれぞれのクラスタ ーの個

性化を図ると ともに開発途中での状況変化に対して部分的な計画変更などの柔軟な対応が可能となる 。  住

宅 ・ 都市整備公団はク ラ ス夕一開発をベー ス と し て 、都市全体と してのバラン ス と高水準の広域都市サー

ビスを確保できるよ うに整備を進めている 。

関西学研都市のある文化学術研究地区は 1 2 ク ラ ス夕 一に分かれてお り 、  こ の う ち 6 つ の ク ラ ス タ 一約

2 ,030haの開発を住宅 ・都市整備公団が進めている。  ま さ に “ 都市開発 ” の主役 を担つてい る住宅 ・ 都 市 整

備公団は、 A T Rの位置する光台においても 5 0 %程度の土地を所有しており 、  区画整理事業として開発を進

めてい る 。

関西学研都市ではすでに約7 0の研究機関が活動を開始しているが、  住宅  ・ 都市整備公団はこう  した研究

地区等の基盤整備をすすめる一方で、 複合機能都市として交通網の整備および研究活動や住民の生活を支

援する機能の整備を行つている 。  主な取 り組み と し ては 、  樹木の移植や雨水砕石地下貯留施設の設置によ
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る環境との共存、  配電線を共同溝に入れることによ り美しぃ都市景観の実現、  公園やスポー ツ施設のコ ミ

ュニティ空間の形成、交通施設の整備などによる高齢化社会への対応、情報インフラの整備、そして遺跡

の整備などによ る歴史 ・ 文化の保存があげられる。

〇 住 宅  ・ 都市整備公団 関西学研都市展示館のリニューアルについて

そ も そ も 住宅  ・ 都市整備公団 関西学研都市展示館は、 平成6年に関西学研都市における住宅  ・ 都市整備

公 団 の 総 合 イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン セ ン 夕一 と して開館したものである 。また 、関西学研都市の全体像や公団

事業を紹介する展示室を中心とした施設であると同時に、  ソー ラ ー システムを導入するなどして  「自然 と

共生するあり方」 を提案するユニー クな建築物である。

平成 1 1 年 春 に リ  ニューアルした展示館は、  平成9年に関西学研都市の第一段階である基盤整備が終了 し

次 な る 段 階 「セ カ ン ド ス テー ジ」 が始 ま っ た こ と を き っ か けに 、  よ り ゎか り ゃす く親しみやすぃ施設へと

変貌 を と げ た。 これまで展示館を訪れた延べ1 5万人にのぼる見学者は、  主に関西学研都市に関心のある一

般の方および自治体関係者等であったが、  リ ニ ューアル以降は若い層にも理解されやすぃよ うに 、  見学者

が楽しみながら事業を理解できる仕組みになっており 、  来館者が増えている とい う 。

新しぃ展示室には、  け ぃはんなフ ロ アマ ツ

プと名付けられた関西学研都市の航空写真が

床に大き く広がっている 。初冬の天気のいい

日に撮つたと ぃ うけ ぃはんな全域の航空写真

は、  1 : 2 5 0 0の縮尺で一枚が約1m2の床材4 6枚

に直接印刷されているので 、  華1ftのまま真上か

ら 立つ て見 る こ と が で き る 。 見 学者は ま る で

ガ リ バーになったよ うな気分で歴史的建造物

や数々の研究所・ 民家の屋根の上を歩き、  「こ

んなところに古 ;噴が ! 」 「これが平城京跡かぁ」

など と感激の声をあげている 。  実 際 は ガ リ バ

ー ど こ ろか富士山の高さか ら見下ろしたの と

同 じ に な る の だ が 、  この航空写真によって今

まで知らなかったけぃはんなを再発見するこ

と が で き る 。  関西学研都市を訪れる方は必見

の写真である。

ま た 人ロの推移などの最新のデー タが常に館内のコンピュー タ に蓄え られてお り  、 見学者が最新の情報
を気軽に引き出せるシステム と な っている 。  A T R を含む研究所の展示物などもあ り 、見てさわって理解す

る こ と の で き る展示館にな っ てい る 。

展示館は天井が高く大きな窓があり開放的で、  窓から美しぃ蓮の花咲く池や地元の田原地区の巨大な自

然石のモニ ュ メ ン ト を 望む こ と がで き る 。 住宅 ・ 都市整備公団関西学研都市展示館では 「自然と共生する」

街づ く り の現状を実感する こ とがで き る 。

展示館は年末年始をのぞく  毎日  1 0時から  1 7時まで一般公開されていて入館料は無料。
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8受 賞 等

☆映像情報 メデ ィ ア学会丹波高柳賞  ( 1 9 9 9年5月  1 0日 )

受 賞 功 績 受 賞 者

田中  昭二

井上 正之

所 属 内 容

ATR知能映像通信研究所

第三研究室研究員

ATR知能映像通信研究所

第三研究室主任研究員

NHK放送技術研究所

マ ル チ メ デ イ ア サー ビス主任

研究員

(前ATR知能映像通信研究所

第三研究室室長)

ATR知能映像通信研究所

社長

画像には観測者が注目する領域とそ う

でない領域が存在する。  観測者が注目

する領域は 、情報を最も多 く含む重要

な 領 域 で あ る と い う こ と が で き る 。 こ

の よ う な 重要な領域を抽出す る こ と は 、

物体探索や物体認識等の複雑な画像処

理の計算量を軽減するなどへの応用が

期待でき、  非常に重要なテーマであ る

と ぃ う こ と が で き る 。 本 論 文 は 、 誘 目

性に寄与する物理的特微量として色に

着目し 、色情報を も と に画像か ら注目

領域を抽出する手法に関して述べたも

のである。

誘目性に寄与する物理

的特徴量を基にした画

像注目領域の抽出

井上 誠喜

中津  良平

☆情報処理学会坂井特別記念賞 ( 1 9 9 9年5月2 0目 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

対話型協調作業におけ

る創造性支援技術とそ

の音楽応用に関する研

究

グループ内での知識創造や芸術などの ・

人間の創造性を支援することを目的と

した、  発想支援手法とその評価法の提

案 、  対話内容の可視化を基本とするグ

ループ思考過程のモデル化とマルチェー

ジ ェ ン ト に よ る 支 援 シ ス テ ム の 実 装 、

音楽演奏における理論的 ・ 技術的困難

を克服する支援システムとマルチメデイ

ア アー ト創作システムの構築。

西本  一志
ATR知能映像通信研究所

第二研究室客員研究員

☆言語処理学会年次大会優秀発表賞 ( 1 9 9 9年6月7日 )

受 賞 功 績 受 賞 者 所 属 内 容

音声翻訳シ ス テ ム において  「聞 き 間
違えた部分を聞 き慣れた表現を使つ

て直す」 ょ う な誤 り訂正手法が認識
誤 りに対する頑健性の向上に効果が

あ る こ と にっいて述べた。提案手法
は訂正結果の妥当性を意味と音韻の

両方の観点か ら判断してお り音声翻

訳システ ムに組み込んでの評価実験

により 、その有効性の検証を行つた。

テ キ ス ト コーパスを用

いた音声認識誤り訂正

手法

石川 開

隅田英一郎

ATR音声翻訳通信研究所

第三研究室研究員

ATR音声翻訳通信研究所

第三研究室主任研究員
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〇所員往来

平成 1 1 年 4 月 2 日 よ り 、  6月3 0日までの間の採用および退職の方々は以下のとおりです。

( ただし、 6ヵ月以上滞在の方のみ掲載 )

採用年月日 ATR所属 氏 名 出 向 元 等

H11.4.12

H11.4.2 1

H11 .4.2 1

H11.5.1

H11.5.7

H11 .5.1 0

H11.5.10

H11.5.11

H11 .6. 1 1

H11.6. 1 1

H11.6.14

H11 .6.15

(人 )第六研究室

( 環 )第一研究室研究員

(映 )第四研究室研究員

( 映 )第四研究室研究員

(人 )第六研究室

(映 )第三研究室研究員

(人 )第二研究室研究員

( 環 )第四研究室

(音 )第四研究室主幹研究員

( 環 ) 第四研究室室長

(映 )第三研究室研究員

( 国 )経営企画本部渉外部長

Eiji Norberto Nawa

倉林  則之

坂本 彰司

石川 誠

Jian-Qin Liu
Woo Woontack

箱田  裕司

Caron Jean 〇1ivier

浦谷 則好

會田 田人

阪田真己子

内田  國昭

京都大学大学院

富士ゼロ ツ ク ス

富士ゼロ ッ ク ス

中京大学大学院

CentralSouthu1:liversityof Techno1ogy
University of Southem California

九州大学

Ecole Polytechnique de Montrea1

日本放送協会

日本放送協会

神戸大学大学院

郵政省

退職年月日 転 出 先

富士ゼロ ッ ク ス

N T T ソ フ ト ウ ェ ア

NortelNetworks Corporation

日本放送協会

日本放送協会

日本電子総合サー ビス

Be11L11lboratories,Lucent Techno1ogies

大和銀行

氏 名 A T R所属

H11.4.20

H11 .4 _2 8
H11 .4.2 8

H11.6.10

H11.6.10

H11 .6 .14

H11 .6. 1 8

H11.6.3 0

平田  和貴

鈴木 秀昭

Andre Plante

田中  英輝

江上  典文

田中  恒

Eric Woudenberg

溝延 宏

( 環 )第二研究室

( 国 ) 企画部

(映 )第三研究室

( 音 )第四研究室

( 環 ) 第四研究室

( 国 ) 渉外部

( 人 ) 第一研究室
( 国 ) 総 務 部

eイべ-ン ト 力  レンダー
◇第1 2回ATR研究発表会開催のお知らせ

毎年秋に開催し 、ご好評をいただぃてお ります 『 A T R研究発表会 』は 、今回で 1 2回目を迎える こ とに

な り ま し た 。

以下のとおりの開催を予定いたしておりますので、  お知らせいたします。

ご多用のこととは存じますが、ご来場貝易りますようぉ願いいたします。

開催時期 平成1 1年 1 1月 4日  (木) 1 0 時 ̃ 1 7 時  (第 1目目 )

平成 1 1年 1 1月 5日  (金) 1 0 時 ̃ 1 7 時 ( 第 2 日 目 )

弊社にて開催いたします

(〒619-0288 京都府相楽郡精華町光台2-2)
開催場所

※ご質問等がござぃま  し た ら 、  事務局 〔電話(0774 ) 951159〕  までお問い合わせ下さい。
ま た 、  9月下旬から下記のUR Lでもご案内いたしますのでご参照下さい。

http://www.atr.co.jp/event/expo/expo99/index.htm1
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編集後記
先般、  特許に関する講習を受ける機会がありました。  そこで印象に残つた言葉

は 「特許の取得要件は新進性である」 と の こ と で し た 。  すなわち、  その発明が今
までの考えょり  “ 新 し く ” “ 進 ん で ” い る と い う こ と で す 。 そ ん な 特 許 を A T R で

は、約4 0 0件取得しております。

こ れ ら の特許 も含め A T R ジ ャーナルではいろいろの研究内容や研究成果を紹

介 してお り ます 。  A T R の研究成果をひ と っで も多 く有効に利用していただき 、

社会の発展に役立ていただければ幸いです。

A T R ジ ャ ーナルの内容や編集に関するご意見やご感想があれば、  ご連絡をお

寄せ下さぃ。

( 国際電気通信基礎技術研究所渉外部担当課長酒見弘人 )

ATR J o u r n a I第3 6号  1 9 9 9年 8月 1日発行

e発行 ・ 編 集

e製 作

株式会社 国際電気通信基礎技術研究所

T 619-0288
京都府相楽郡精華町光台2丁目2番地

( 0 7 7 4 ) 9 5 1 1 1 1 (大代表 )

学会センタ一関西
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〇1999 ( 株 )国際電気通信基礎技術研究所



ATR グループのご紹介 ATRグループは電気通信分野における基礎的 ・ 独

創的研究の一大拠点と して内外に開かれた研究所を設

立する構想のもとに産 ・ 学・官の幅広いご支援をいた

だき1986年3月に設立しました。

ATRグループは研究活動を行つている4つの研究会

社(4R&D会社)と、 既に研究を終了し成果の普及活動

などを行つている4つの成果管理会社、 およびこれら

を支援する国際電気通信基礎技術研究所の9つの株式

会社の総称です。
4R&Dの研究費は基盤技術研究促進センタ ーからの

出資70%、  民間約140社からの出資30%で構成され

ています。

国際電気通信基礎技術研究所は4R&D会社に対し、

建物スペー ス ・ 研究施設の貸与 ・ 研究者の確保 ・ 派

遺、研究資金の出資、研究企画の支援、各種事務の援

助など、総合的な支援を行うとともに4成果管理会社

に対する研究成果の管理 ・ 販売などの各種の支援を行

っています。

ATR の WWW ホームページのご案内

アドレス http://www.atr.co.jp

役に立つ様々な情報を公開しています。今後も随時拡充予定です。

皆様のァクセスをぉ待ちしてぉります。

ATR ジャーナル担当宛

ご連絡内容(いずれかに印をお願いします。)

口ATR Jouma1新規購読申込
口テクニカルレポー ト購入申込
【テクニカルレポー ト 番号 : T R -  -

口ご意見、ご要望等

TEL
FAX
E-mail
( 0 774 ) 951177
( 0 774 ) 951178
editor@ctr.atr.co.jp

口送付先変更連絡
口研究用ソフトゥェア購入申込
【ソフトゥェア名整理番号:

送

変 更 後 変 更 前 変更事由

フ リ '1f ナ

お 名 前

送 り 先

口人事異動

口住所変更

口その他
付

会 社 名

部 署 名

役 職 名

Te1/Fax

E-maii

先

ご意見ご要望

●AT Rジャーナルのご購入希望、 送付先変更等をお寄せ下さる場合には、 上記にご記入の上、 FAx等でご送付下さい,
●送付先変更以外にっいては、 変更後の養'發に必要事項をご記入願います,




